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險

を

設

げ

て

總

て

の

疾

病

を

徼

防

す

る

こ

ど

に

努

め

な

®

の
必
取
は
、
人
的
源
衆
!0
保
持
に
對
す
る
大
問
題
を 

独
に
朋
か
に
し
た
。
务
子
は
：多
ズ
，エ
揚
か
ら
戦
揚
へ 

娘
り
去
ら
れ
た
。
そ
れ
故
にH

場
に
.殘
つ
て
ゐ
る
も
の 

は
、
生
産
物
に
對
す
る
，需
要
の
僧
加
に
應
す
る
や
ラ
に 

§

て
居
な
ぐ
て
は
な
&
:

ぬ
？
婦
人
の
エ
镲
生
活
に
入 

る
も
の
が
そ
の
數
を
急
速
に
增
加
し
た
。
健
旗
呆
險
を 

«
施
:1
>
て
勞
働
潘
を
保
譴
す
る
の
必
要
は
愈
々
痛
切
€
: 

な
つ
て
來
代
o
驚

な

る

賃

馨

—

は
平
和
の
時
に

も
a
時
に
も
國
力
の
*
礎
？
な「

る
も
の
で
：ぁ
，る
。
堪，

.

1

國
の
生
產
ヵ
を
維
持
す
る
に
止
ら
ずr

益
々
そ
の
敦

加
を
關
り
.、
勞
働
者
の
幸
顧
の
增
進
を
期
す
る
施
設
を 

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

不
‘«
な
勞
働
、
及
び
力
作
の
精
致
な
る
こ
琴
は
特
こ 

婦
人
勞
働
者
の
疾
病
を
增
加
し
.て
ゐ
る
？
旣
に
產
業
上 

0
炎
#

に
對
し
て
は
#
働
者
賠
償
法
が
ぁ
る
。
け
れ
' ̂

も
そ
れ
丈
け
で
は
不
十
分
で
あ
'る
。

一
骰
的
i
能
康
傲

け
れ
ば
*
ら
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y 
の
1 :
隧
で
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る

F
ra

n
c
is  
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 C
a
re

y

が
一
九
.一
八
年
三
月
二
日
ず 

を
以
てM

a
ry

la
n
d

の
總
會
^
提
出
し
た
手
紙
ょ
、«
ぶし

に
L

て
菩
人
の
言
は
ん
ど
欲
す
る
ビ
こ
ろ
を
述
べ 

て
ゐ
る
り

「

健
康
保
險
は
勞
働
紫
賠
償
ど
姉
妹
で
あ
る
。
只
勞 

.

働
者
賠
償
が
取
り
殘
し
た
ど
こ
ろ
を
取
ぅ
上
げ
ミ
の 

で
あ
る
。
乙
の
關
係
か
ら
健
康
保
險
に
對
し
て
な
さ 

れ
た
る
總
て
の
議
論
は
、
旣
に
勞
働
者
賠
償
に
身
し 

て
ぞ
は
れ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
ど
に
注
意
す
る
は
霞 

も
興
味
多
い
こV

で
あ
る
。
勞
働
者
賠
償
は
貴
族
約 

社
#

主
義
で
あ
る
、
慈
善
の
一
型
^

で
あ
る
、
勞
働 

者
の
自
主
を
破
墩
す
る
、

-M
害
保
險
會
社
を
波
'產
せ

_

_
_
_

_

_ 

.

~
~

め
る
.、

主
-
k.
堪-vssf  難

.
.

の
.で

、
'

め

る

v
j

誠

じ

ら

れ

^

こ

ど

は

郎

诚

せ

か

れ

た

る

>
思
ふ
。
然
し
こ
れ
等
の
迷
想
は
諸
州
の
間
に
漸
次 

勞
働
者
賠
偾
の
採
用
せ
:&
る

，
、

に

從

つ

て

：
そ

の

影

を
 

消
し
て
終
つ
た
。
_
康
保
險
に
反
對
す
る
も
の
に
ょ 

つ
て
形
作
ら
れ
た
速
想
和
ま
ft
こ
れ
ど
全
く
.同
一
.で 

あ
る
で
あ
ら
ぅ
。し「

>
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こ
の
論
文
は
主
と
し
て
米
國
|:
於
い
て
發
行
乜
ら
れ
た
バ
ン
フ
レ 

2v

ト
敝
秫
4>
參
照
し
て
草
し
れ
0
さ
、？
し
て
こ
れ
等
のX

ン
フ
.V 

.
ト
.は
.
.
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览
集
所
蔵
す
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先
般
そ
の
蔵
#
の〗

班か
！！

リ
受
け
た
際
そ
の
內

|;
見
出
し
/: 

t
の
.で
め
る
？
今
宵
、、の
橘
か
萆
し
砌
释
す
る
ド
方
つ
て
、，昨
年 

双
、
不
测
の
災
厄
4>
以
ズ
遯
か
に
逝
：去
せ
ら
れ

/:
博
士
の
逍
嫌
を 

近
"巾
マ
/J
の
念
れ
へ
が
た
告
‘
锘
え
る
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三
世
保
讓
の
下
^
英
國
^

移
住
し
來
れ
る 

之
等
の
織
眩
は
、
英
國
織
匠
^
ょ
り
如
何
な
る
態
度
を 

以
て
迎
へ
ら
れ
た
る
や
。
今
、
ロ
ン
ド
ン
に
見
る
に
®:
ら 

組
合
員
^

の
带
限
を！；；in  
A
て
以
て
勞
銀
の
.騰
貴
を
»
す 

る
在
來
のW

e
a
v
e
r

气G
ild

に
^j

b

て
、
之
等
外
國
エ 

E

の
喜
ば
れ
ぎ
る
は
怪
し
む
に
足
ら
ぬ
。
從
而
屢
々
之 

に
對
し
て
迫
害
：を
加
へ
、
遂
.に
は
其
英
國
在
住
を
不
荧 

な
ら
し
む
る
に
到
り
し
ょ
&

一
 

三
四
四
年
政
府
は
令
を 

發
し
、
國
王
は
外
國
工
匠
に
特
別
の
保
謎
を
加
ふ
、
之

.

.

.

.

.

.を
侵
す
も
の
は
、N

e
w

g
a
te

に
®
禁
せ
ら
る
べ
し
ビ
布

吿
し
た
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而
も
之
等
外
國
エ
眩
に
し
て
、

ロ：ン

ド

ン

に

居

住

せ
ミ
な
つ
た
の
で
あ
る
.
嘗
て
與
へ
ら
れ
た
る

同
業
支
配 

ん
ヵ
、
織
*匠
の
キ
ル
ト
:^
彼
贫
7

に
举
し
、
：其
組
合
員
ビ
の
權
に
は
、
同
業
內
の
司
法
權
を
も
合
み
た
^rs  V

J

も
 ̂

な
り
、
:
貢
金
：fb

rm

に
對
し
て
、，
«
常
0
負
擔
を
な
さ
: :

ひ
得
る
0

し
め
んV

J

す
.る
に
到
る
べ
き
は
明
で
あ
る
。'  

.茲
に
於
て
、
ニ
ニ
五1

部
國
王
^
餹
願
し
て
、外
國
エ 

-

谔
て
、
芽
日
7

:
ニ
世
が
織
眩
等
に
ギ
ル
ド
組
織
を
許〈

E

に
對
す
る
司
法
權
を
得
る
か
、
又
は
貢
金
を
免
除
せ 

.
し
、H

e
m

y

 

t

世
の
治
W

に
於
て
、
織
眩
が
爷
せ
し
、

|

ら
れ
ん
事
を
求
め
た
る
も
、
國
王
は
"之
に
對
し
て
、
ロ 

全
<
て
の
特
權
^

»
習
ビ
を
|
|め
0

^

內
或
は
5

0

1

1- |

ン
ド
ン
、w

e
a

v
e

r
s

o-
i
ld

に
嵐
せ
ざ
る
の
故
を
以
て
总 

th
w

o
r
k

 

f
*
の
他
ロ
ン
ド
ン
に
働
す
る
地
に
於
て
は
何
；
害
せ
ら
る
べ
き
も
'の
に
あ
ら
ず
ど
し
、
翌
年
觅
に
、
外 

人
も
該
ギ
ル
ド
の
規
定
を
迪
じ
^
ギ
,
ド
に
篤
す
る
にj「

國
工
匠
は
國
王
保
謎
の
下
に
安
全
に
居
住
す
ベ
く
、
某 

:;:
非
ざ
れ
ば
其
業
に
從
事
す
る
を
得
ざ
る
も
の
ど
し
、
典

I
;

意
志
に
反
し
て
、
國
內
の
該
業
ギ
ル
ド
の
會
員
た
る
事

射
償
に
、-.
牟

額2  

m
a
rk

s
.o

f  

G
o

ld
^

を
支
拂|
を
强
®

せ
ら
れ
、
又
は
、
該
ギ
ル
ド
ょ
り
如
何
な
る
佘

.

.
< 
.

.

.

..

.

.

. 

. 

.

ふ
.ベ
し
、
之
を
犯
す
も
の
は
十
破
の
罰
金
に
處
せ
ら
る|

r
を
納
む
ベ
き
を
も
强
制
せ
ら
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
自 

ビ
宠
め
て
ょ
り
以
來
、引
續
9
、
牟
々
此
貢
金
を
納
付
-T
由
に
其
職
に
從
事
す
る
を
得
べ
き
旨
を
^
令
し
た
。
 

し
て
居
る
.0
然
る
に
新
に
«
來
せ
る
エ
肢
は
、
ハ
ロ
ン
ド
シ
::

':
.加

外

國

工

匠

は

、
自
ら
各
々
の
ギ
ル
ド
を
組
戰
. 

ン
に
住
し
て
其
業
を
營
み
、
此

を

納

む

べ
き

負

V
す
る
を
得
ベ
き
權
能
を
與
ら
れ
た
。
其
內
容
は
大
體
左 

爾
を
免
れ
て
居
る
。
即
、
典
獨
占
を
俊
#
し且つ、此
の
如
く
で
あ
る
。

.負
擔

を

免

：

る

、
も

の

^

し

て

阈

：g
:

:®
匠
の
敵
視
す
る
所
外
國
顧
匠
中
の

'

H

 

1名
士

.を

.選
定

.>
>
宣
誓
し
ぐ

、
独

職

紫

を

維

持

監

瞥

し

、
左
記
の
諸
.規

定

を

遵

舉

.«
行

せ

し

む

。

常
市
に
來
b
て

(L
o

n
d

o
n

)

該
業
k

從
事
し
營
業
を 

な
さ
ん
S
す
る
外
國
人
は
、S
ら
、同
職
の
親
方(

外
國 

人
の)

に
#

し
、
典
親
方
に
ょ
6
て
職
を
，知
れ
る
や
杏 

や
^
試
驗
せ
ら
れ
た
る
上
:%
ら
：で
は
同
職
に
從
事
す
る 

を
得
ず
。
試
驗
の
上
、
該
親
方
ょ
り
？
H
傭
に
て
、
仕 

事
^
就
く
を
得
べ
き
旨
0
證
明
0
备
1
:
^
與
べ
ら
る
ベ
：
 

レ
。
.何
人
も
夜
業
を
な
す
を
得
す
。
土
«
日

の

就
業
^
 

止
す
、
：或
は
典
他
規
定
の
祭
：

n

に
は
就
業
す
ベ
か
ら
す 

觅
に
又
，
若
し
、
職
人
代
し
て
日
傭
又
は
週
傭
に
て
親
. 

方

に

.a
務
し
れ
る
に
親
方
が
職
入
に
報
酬
を
與
へ
ざ
る 

時
は
、
.上
記
の
該
業
盥
督
の
任
に
_

る
者
は
、
親
方
の 

營
業
を
、
を
の
支
拂
ふ
の
：義
務
あ
る
額
を
職
人
に
支
拂 

ふ
^
で
、
停
止
す
る
を
得
べ
き
.*
能
を
有
す
。
親
方
に 

し
て
之
を
侵
す
も
の
は
別
項
の
如
さ
、
f i
金
を
課
せ
ら 

る
o
親
方
S
職
人W

の
間

に

，

爭
議
の
生
じ
れ
る
場
合
、 

今
後
は
\
該
業
のW

a
rd

e
n
s

司
直
の
任
に
當
る
ベ
し
、
.'

典
他
、
小
盜
處
分
”
剳

金

湖

，等

，
に

關

す

る

规

尨

を

A
す 

る
。

.

斯
く
の
如
き
規
宠
の
下
に
、1

三
六
三
年
二
月
，
フ
ラ 

ン
ダ
ー
人 
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E
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選
任
せ 
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れ
て
監
昝
支
配
の
狂
に
當
る
乙
ビ
、
な
っ
た
。F
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m
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g
s  

及B
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b
a
n
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rs

は
一
の
ギ
ル
ド

に
抱
含
せ
ら
れ 

し

も

、

興
本
國
に
於
て
相
容
れ
ざ
り
し
兩
漭
は
、
興
鄉 

に
ぁ
り
て
も
尙
ノ
融
和
す
る
に
到
ら
ず
、
同
七
〇
年
各 

々
雨
萆
のC

h
u
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h
y
a
rd

を

；
嚴

め

て

、
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L
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紛
淨
を
避
、
る
家
と
し
为
る
ふ

ニ
個
の
キ
ル 

ド
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對

立

を

生

中

る

，

j

ど
、
は
い
ら
な
か
っ
た
の
で
ぁ 

る
‘'

:

當
時
、

ロ
ン
ド
ン
帘
政
に
勢
カ
ぁ
り
しd

r
a

p
e

r

等

ょ
.9

見
れ
ば
、
外
M
.

H
1S
の
渡
來
は
勞
働
の
供
給
を
® 

•5
«
加
.す
る
も
の
«
る
が
故
に
、
內
國
：厂
1$
を
し
ャ
之

第
十
六
#

(  

ニ
六
九)

雜
錄
羊
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を
支
配
せ
し
む
る
は
、
そ
の
利
益.V

J

す

る

所

な

、
ら

ざ

る 

を
以
て
、國
內
織
肢
ビ
同
ー
.
*
定
を
採
る
べ
き
を
命
じ
、
 

且
つ
、
向
ら
»
瞥
者
を
«
定
す
る
を
許
可
し
た
の
で
あ 

.
る
而
し
て
又
、
英

國

-X
E

の
支
配
を
.受
け
又
は
そ
の 

ギ
ル
ド
^
入
る
を
肯
發
ざ
る
、
外
國
エ
匠
も
、
'市
敗
府
.
 

に
對
し
て
は
頗
る
柔
順
な
る
態
度
を
示
し
た
の
で
あ
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に
採
錄
せ
ら
れ
た>0  

6
&

&
吳

L
e
tte

r-
B

o
o
k

 

cr
. f  9

3
"  

A
s
h
le

y
:  

E
c
o
n
o
m

ic  

H{
s
o;
r
y
*
«. 

r
Q
.o
o- 

2
0
0

以
上
#
ら
ロ
ン
ド
ン
に
於
け
る
狀
態
に
就
き
て
述
べ
；
 

た
：る
も
、
他
和
市
例
令B

H
sto

l,  

N
o

rw
ic

h

に
於
て
も
一 

火
體
異
る
所
な
い
。
 

'

-

十
四
世
紀
後
期
に
於
て
、
：

V 

V
,ド ：.

ン

狃

住

の

織

匠

の

，
 

勢

カ

次

第

に

失

縢

す

る

-に

到

り

し

は

、
斯

く

 

F
ie

m
ln

g
,  

B
r
a
b

a
n

te
r  io

の
競
爭
を
生
せ
る
ビ
新
ギ
ル
ド

0 .
組
織
せ

r
I
〇

第
二
號

ら
れ
し
に
ょ
6

て
促
進
せ
ら
れ
し
ご
共
に
f

 
0

1̂ 

C
ra

fts

の
勃
，輿
に
_
る
。

;

商
工
階
級
の
全
ゆ
^
發
達
に
於
て
常
に
全
國
に
先
行 

す
る
ロ
ン
ド
ン
に
て
は
、旣
R
十
四
世
紀
^M

e
rc

a
n
tile

 

o
Ja

ft.  

L
iv

e
ry

 

C
o
m

p
a
n
y
,

の
勃
興
を
見
た
る
も
他
の

諸
都
市
に
て
は
、
こ
は
、
大
體
、
十
五
世
紀
^

入
り
て
.現 

は
る
る
現
象
で
あ
る
。

M
e
rc

a
n
tile

 

C
o
m

p
an

y

 

中
特
に
金
肢 

G
o
ld

s
m

ith

及 

P
e
p
p
e
re

r

の
如
き
代
あ
り
て
は
十
三
肽
紀
或
は
旣
に
十 

1

1世
紀
^
す
ら
ロ
ン
ド
ン
に
存
在
せ
る
を
显
る)

J
 

.

の
ク
ラ
フ
ト
中
に
あ
り
て
、

L
iv

e
r
y

を
着
す
る

 ̂

^

、
富
の
及
ば
す
し
て
、
之
を
着
す
る
を
得
中
、
寺

 ̂

階
級
の
伍
班
ょ

b

除
外
せ
ら
れ
し
者
^
の
間
に
區
別
を 

生
じ
、

1S

業
的
業
務
は
雜
らL

iv
e

r
y

m
a

n

に
誓
し
他 

は
其
獨
立
の
地
位
を
失
ふ
，こ
^

、
な

つ

た

。

斯

ぐ

、

.商
、
エ
ニ
個
の
階
級
に
.分
立
せ
る
»
に
於
てe

v
e
ry

 

ro
m

p
a
n

y

は
舊
來
の
ク
ラ
_
フ
ト
.、
ギ
ル
ド
i
根
本
的 >  
い

I

M

相
違
す
.る
。
i
し
て
.里
に
.L

i
v

e
r

y
m

a
n

の

富
は
、
よ

:̂

n  

.
大
な
る
名
#
ぞ
地
位
^
;
を
冀
望
しin

c
o
rp

o
ra

tio
n

に
依 

て
、
進
步
せ」

る
法
#
上
の
地
位
を
#
る
に
到
つ
た
の
で 

あ
る
。(

L
l
p
so

n
:

 

E
c
o
n
o
m

ic

 

H
is

to
ry

0

'
3
700
丨
3
5 ?

し 

く

、

. 

■キ
.ル
.ト

.は
、
'ク
ラ

フ

.

.ト

€

*

り

、

.ク

一

フ

フ
.ト

よ

 

-cv、，
L
iv

e
rv

 

C
o
m

p
a
n
v

 

定
な
-

sn

、
®

v:C
o
rp

o
ra

tio
n

 

ぜ
な
れ
る
は
單
に
形
滕
の
變
化
に
止
ま
る
ベ
き
に
非
ず 

し

て

、
を

は

、

，對

內

的

發

M

in
w

a
rd

 

G
ro

w
th

ハ
一
國 

の
經
濟
的
並
に
、
政
治
的
發
達
.に
對
し
、
至
大
の
意
義 

.あ
る
社
#
的
發
展
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。(

CJn
w

in

 

前
揭
.

p
.
4
.
)
l

而
し
て
、

'
ロ

ン
ド
ン
.に

於

け
る

有

力
な

る

 

rris
te

rie
s

は
十
四
世
紀
前
半
、
次
策
に
市
政
に
其
勢
力 

を
扶
植
し
來
b

1

三
一
九
年
^
於
て
^ .
、
斯
實
、
>
0:
? 

r
m

a
n

の
全
員
は
之
等
.の
富
め
る
細
合
の
孰
れ
が
に
風 

レ
，.
或
«
鄕
の
業
^
關
係
を
有
す
_る
.の
で
*
る
。
而
も

興
中
、
吳
服
商
日

e
rc

e
r  

#

料

輸

入

商

g
r
o

c
e

r

酒

商 

v
in

tn
e

r

羊

毛

商

w
o

o
lm

o
n

g
e

r;

等

の

如

き

は

嘗

て

、
ナ

三
世
紀
に
あ
b
て
、A

ld
e

r
m

a
n

に
ょ
り
て
IT
ば
れ
^i  

る一

般
輸
出
入
貿
易
の
諸
分
岐
に
す
ぎ
す
、
又
金
眩
、皮 

革
谛
、
毛
織
物
商
、cura

p
e
r

其
他
は
、
P
ン
ド
ン
に
於
け 

.
るH

業
或
は
寧
ろ
、
諸
工
業
に
基
礎
を
傲
く
國
家
全
般 

R

及
ぶ
商
業
に
益
々
投
資
の
培
加
し
來
た
れ
る
こ
ど
を 

示
す
も
の
で
あ
る
。
洵
に
、
斯
く
多
數
の
仲
介
業
者 

M
id

d
le

s

の
階
級
が
各
業
^:
發
生
せ
る
は
市
場
の
櫥
S 

大
定
資
本
の
重
要
性
の

' ®

加
せ
る
結
果
に
據
る
も
の
で 

あ
る
。

而
し
て「

H ;
ー
九
年
の
特
別
^

記
錄
に
ょ
れ
ば
、
口 

シ
ド
ン
市
说
の
.課
せ
ら
れ
れ
る
稅
額
ば
0
«

乃
至
あ
5

に 

し
て
、驗
富
裕
の
®

級
は 

d
ra

p
e
rs,  

m
e
rce

rs、
g
ro

c
e
rs,  

nstr
*
m
o
n/Q
er, w

o
o
lm

o
n
g
e
rs,  

sk
in

n
e
rs,  

G
o
id

s
m

itlis

 

に 

ょ
つ
て
占
め
ら
れV

居

る

.
。
反
之
、富
の
劣
れ
る
ヽ
商
人 

€ 
HE
•
か
の
富
者
^
ば
共
に
§>
•
oq
d
.丨 

13S.4

CU.

の

稅
額
を
负
擔
し
て
居
る
。
市
耽
0

常
溆
を
旬
る
機
關
は 

何
，C

o
u
rt  

o
f  A

ld
e

r
m

a
n

な
る
も
而
V

市
民
一
般

第

十

六

卷

(

ニ
七一

雜：：

錄

牟

宅

:!
:
粱
の
發
達 
e M

e
rch

an
t  A

d
ve

nture
rs

§

號

ニ

ニ



第
十
六
卷

ご
七
ニ 

)

雜

錄

羊

%
工
業
の
發
達
i 'M

e
rch

an
t  

A
dvontlll-

ers

第
ニ
號

の
賛
同
を
要
す
る
特
樋
の
場
合
^
臨
の
選
擧
に
ょ
り
て 

co
m

m
o
n

 

c
o

l
:3c

il

は
召
集
ぜ
ら
る
。同
五
一
年
主
翦
な 

る
«1
1
合
士 
ニ
、
に
發
せ
ら
^

た
る
召
集
に
て
はG

ro
ce

rs,  

g
e
rc

e
rs

.  F
ish

m
o
n
g
e
rs  

各
六
名
、Bra

p
e
rs,  G

o
ld

s
m

ith
.  

以
下
九
組
合
、各
、
四
名
、
、

Iro
n
m

o
n
g

e
rs

一
名
を
以
て 

舍
議
を
紐
織
す
る
こ
€
>
な
つ
た
。

而
し
で
、
各
有
力
な
る
紙
合
に
於
け
る
諸
特
徵
を
.# 

ん
た
め
、今
、金
梗
，に
就
き
て
见
る
に
左
の
如
ぐ
で
あ

(
1

,

)

al
:
首
)®
部

也

、
富

商

に

し

て

、
其

主

體

は
w

e
rto

-
d
9

 

の

小

商

人

に

ょ

 

>
 て一

成
り
職
人
の
地
盤
を
も
有
す
0: 

0

 

ー)

^

レ
職
業
を
も
支
：配
せ
ん
皮
す
る
の
顧
向
あ
る 

事
。
：(

1

5

彼
等
に
附
與
ぜ
ら
る
、
特
權
、
獨
占
等
が
其 

f^
ル1.
.
國
家
^
:
な
る
4

、(

.四)

1|
3

宫
*

に
あ
ら
ず
し
て
、
 

國
土
及
議
看
ょ
ぅ
#

た
る
機
能
を
ロ
ン
ド
ン
の
商
エ
制 

规
に
逾
用
せ
ん
ざ
す
る
部
等
で
あ
る
；
.0
.

元

ユ

り

、
金

眩

似

、
货

' t
_鋳

避

、
外

國

爲

替

に

關
係

す

..
る
が
故
に
他
の
職
業
)£
は
稍
々
別
異
の
立
場
に
在
る 

も
そ
の
諸
特
徵
は
大
多
數
の
有
カ
な
る
紕
合
に
相
通
ず 

る
も
の
で
あ
る
。斯
く
、滴
人
の
勢
力
次
第
に
盛
ん
な
り 

，し
^
共
に
®

に
、
'«
•要
な
る
親
象
を
生
ず
.る
こ
C

、
な 

つ
た
。

;:
十
三
世
昶
末
に
於
け
る
詛
錄
^
说
、
ロ
ン
ド
ン
商
人 

の
外
國
人
に
對
す
る
負
債
を
記
す
る
も
の
顏
る
多
か
り 

し
ょ
り
、
當
時
商
業
が
主
ぞ
し
て
、外
國
資
本
、外
國
船 

舶
に
據
れ
る
は
明
•で
あ
る
。
外
國
商
人
は
都
市
有
力
者 

ぞ
結
合
し
、又
、商
人
に
货
物
を
信
相
に
て
供
給
し
、
諸 

稅

を
:«
保
€

し
て
■
王
に
、資
金
を
調
達
し
た
。假
令
不 

評
な
b
€
も
、必
要
缺
X V

か
ふ
ざ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
 

十
侧
世
紀
、ホ
葉
に
倒
0
て
^
/
事
態
は
一
變
し
、
英
國 

「

資
本
家
は
次
第
に
外
國
人
に
代
り
、
內
國
貿
易
に
對
し 

て
は
外
國
資
本
を
不
要
の
も
.の
れ
ら
し
め
、o

s
c
e

rs

は 

.租
税
を
飾
翁
ひ
、M

e
rce

rs,  

d̂
p
^
s
, v

B-tn
e
rs  )

は，n
r  

.f
l
の
■劍
算
.：'[
:.
.て
、
外
國
實
為
>.
,營

む
こ
f

、
^
h
y
、

I
I  
1 .

1
!
r

I：
I

i
I ：

ii

I

j

分
0
資
金
€
如
.何

に

外

國

關

稅

及

外

阈

貨

幣

を

取

扱

ふ 

べ
き
や
、
如
何
に
し
て
進
ん
で
、
'-
;

S

ら
海
外
貿
易
を
營 

::
;
む
べ
き
や
の
知
識
^
、
與
氣
€
を
兼
ね
：有
す
る
こ
^
> 

な
つ
^
の
で
あ
る
。(U

n
w

in
:  

£
ld

s

 

a
n
d
o
o
m

o
a
n
ie

s

 

o
f  L

o
n
d
o
n
.  

C
h
a
p
te

r  6
V

A
S
h
le

y
:  

E
c
o
n
o
m

ic

 

or ga
l  

n
isatio

n

 

of E
n
g
la

n
d

 

8
0
-
8
2
)

常
時
英
國
に
於
て
最
も
消
カ
な
る
之
等
三
胸
の
組
合 

の
中
特
に
羊
毛
工
業
に
密
接
0

關

係

を

有

：
す

る

‘は

、
即

：

d
ra

p
e
r

毛
織
物
商
で
あ
る
。

.

.

;:
斯
*
の
驂
^
ぞ
共
に
益
々
«
富
カ
を
增
進
し
た
る 

:■
:泛
占
8

が
其
業
務
^
す
る
所
は
1

軍
に
_
內
に
於
て
、
 

生
產
地
ょ
ら
毛
織
物
を
蒐
集
し
て
之
を
遠
地
に
寶
捌
く 

.
の
み
な
ら
t

海
外
輸
出
の
だ
め
に
露
物
を
蒐
集
す
る
ソ 

:
:
:;;
推
に
在
る
0
:
エ
業
^
何
等
本
観
上
0
關
係
な
く
、
ー
織
物 

:M
造
£
は
、
別
個
の
純
然
た
る
商
人
に
し
て
、
外
部
ょ
.

.

':
i

、：_織
物
業
を
支
配
し
、
線
物H

業
の
諸
職
間
の
諸
關
. 

係
に
：統
一
あ
る1

の
系
統
を
生
；せ
し
め
る
こ
ぶ
、
な
つ 

筑
十
六
翁(

ニ
セ
三
-
:

、雜：

錄

o

:

而
し

て

a ロ
 

の
存
:*
は
、
生
產
者
、
消
1
漭
間 

;
:

の
益
々
隔
絕
し
、
其
間
に
、
.商
人
の
存
在
を
必
婴
ざ
す 

る
R
到
り
し
こ
^
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
之
等
の
商
人 

j

の
階
級
が
如
何
な
る
も
の
よ
^
'
、
組
成
せ
ら
る
に
到
り 

j

し
や
に
就
て
、

ァ
シ
ユ
レー

氏

は

先

づw
o
o
r&

a
le

rs

 

l
^

c
lo

th
&

lls
h
e
r

の
.ニ
を
擧
げ
て
後
、
大
體
英
國
に
於 

て
'は
織
物
商
人
は
、
羊
毛
商
人
よ
り
生
せ
り
$
见
る
ベ 

j

き
證
左
な
し
を
し
、織
物
製
造
0
最
後
の
過
程
を
營
4

へ 

織
1£
よ
り
織
物
を
買
入
れ
て
、
之
を
仕
上
げ
顧
客
に
販 

I

賣
す
るQ

o
th

s
n
is

h
e
r

は
、
需
要
^
共
に
益
々
織
物
の 

f t
入
を
大
に
し
て
、
遂
に
は
商
人
^
な
る
者
の
存
す
べ 

|

き
事
を
論
じ
て
居
る
。

.
M
5

ハ
四
年
、
在
ロ
ン
ド
ン
の
數
組
合
を
共
に
#
た 

る
國
主
よ
り
の
特
許
狀
に
i 

K7 d
ra

p
e
rs

、
は

其

業

を

制
 

規
し
獨
占
す
る
の
權
能
を
賦
與
せ
ら
れ
、
,
ン
ド
ン
並 

に
典
近
郊
の
織
物
小
賣
業
を
®

占
す
る
こ
じ
、
な
つ

?
1
鱗
，
 

ー
ニ
苧

举

宅

.-
!:
.幾
の
辨
■達 

e M
e
rc

h
a
n
t  A

d
v
e
n
tu

re
rs



雜
丁
メ
餘(

ニ 
七
^ .
>
.

雜

：
錄

羊

-=
6
.

丄
樂
り
欲
_.
ミ
-̂crcbant  A

dventurers

m
ニ
^

四

H K & ：

た
。
而
し
て
ソ
チ
ャ
ー
ド
一
一
世
治
世
の
初
期(

一
三
七 

七
年
即
位)

に
於
て
諸
方
而
に
起
々
し
軌
櫟
中
の
ー
现
: '
.
 

象
^

し
て
、
廣
く
國
象
的
利
窖
を
抱
持
す
る
、
毛
織
物
：
 

商
人
€
狹
き
地
方
的
利
益
に
捉
は
れ
し
、
織
■

は
、
 

當
然
の
結
果
^
し
て
茲
^
利
害
の
衝
突
を
見
た
？ 

\ 

::®

物
商
人
は
、
口
；ン
ド
シ
：を
以
て
、.
全
英
國
產
毛
織j

 

物
の
集
散
地
た
ら
し
め
ん
^
す
る
に
反
し
て
、織
匠
は
、，\ 

特
殊
の
商
標
を
附
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
產
に
あ
ら
ざ
る
、

一
 

.宅
織
物
を
全
へ
て
區
別
し
排
斥
せ
ん
皮
し
た
。
斯
る
利|

 

W

の
相
違
、
經
濟
的
活
動
の
«
園
の
相
興
に
ょ
.レ
、
.
«.. |

物
商
人
は
、
外
國
エ
[£
の
滩
來
を
离
ぶ
に
對
し
、
織

匣

| 

は
之
を
甚
し
き
馆
^

の
版
を
以
て
見
る
の
別
を
生
じ
た」 

の
で
あ
る
。
 

\

-

而
も
嘯
物
商
人
の
勢
力
增
加
は
織
陀
の
勢
力
を
次
第 

に
顧
倒
し

"

页
に
外
國
エ
匠
ば
之
が
促
進
のI

因
た
る

‘
 

Q

結
见
ぞ
な
つ
た
の
で
あ
る
。ハ

•

而
し
て
、

ロ
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。
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濟
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る
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述
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ざ
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十
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般
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て
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ら
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受
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あ
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業
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衰
し
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滯
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榮
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面
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。
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達
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織
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出
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榮
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榮
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榮
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融
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瓶
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を
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す
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於
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せ
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熟
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縛
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あ
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あ
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